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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

八
○

（
一
二
七
六
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る

特
別
規
定
（
露
N
ぎ
餌
邑
§
琶
＜
一
ω
の
菩
馨
§
①
蓬
。
≡
曼
一
愚
重
畿
琶

坂

田

仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
一
九
六
二
年
の
刑
法
の
改
正
（
一
九
六
五
年
一
月

一
日
施
行
）
は
、
そ
の
関
連
領
域
に
影
響
を
及
ぽ
し
、
少
年
事
件
に
関
す
る
領

域
で
も
い
く
つ
か
の
法
律
が
改
廃
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
重
要
な
も
の
が
一
九
六

四
年
の
「
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定
」
（
■
夷
8
量
匿
這
灌
目
＆

加
弩
¢
江
一
盆
び
霰
薮
巨
舅
乱
の
霞
。
筥
q
ロ
撃
一
品
牙
Φ
旨
り
畿
導
①
）
で
あ
る
。

　
こ
の
法
律
以
前
に
、
少
年
事
件
手
続
を
規
制
し
て
い
た
法
律
は
、
ω
児
童
福

　
（
2
）

祉
法
（
冒
品
§
の
§
湿
ま
謎
轟
益
箋
冨
き
。
魯
暮
豊
§
ー
冨
舅
鷺
酵
琶
品
1
）
、

働
未
成
年
者
に
対
す
る
起
訴
の
放
棄
に
関
す
る
法
律
（
ピ
品
這
9
a
ご
忘
§

①
蒙
凝
馨
署
鋒
巴
臣
9
ゑ
密
信
呂
零
置
簑
）
、
⑥
未
成
年
者
の
刑
事
訴
訟
事

件
に
関
す
る
規
定
（
r
禮
8
審
9
お
含
ヨ
＆
三
。
α
・
帥
響
蕪
筥
馨
一
璋
§
畠
一

＆
冨
匡
。
9
。
9
署
信
呂
霞
彗
碗
）
、
㈲
未
成
年
者
の
犯
罪
に
対
す
る
制
裁
に
関

す
る
規
定
（
一
お
ω
O
号
。
」
。
竃
ヨ
亀
含
し
a
餌
諺
鼠
唐
馨
一
弩
§
冨
塗
」
含
ま
吋

日
。
9
薯
旨
留
鼠
二
㊤
q
）
、
㈲
少
年
拘
禁
に
関
す
る
法
律
（
ピ
品
窃
茸
＝
8
㎝
§

目
μ
豊
o
目
珠
轡
鵯
一
器
）
で
あ
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
ω
は
一
九
二
四
年
の
旧
法
を
改
正
し
た
も
の
で
直
接
刑
法

改
正
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
。
㈲
、
⑥
は
新
刑
法
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ

て
、
働
は
第
三
一
章
に
、
⑥
は
第
二
九
章
に
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
規
定
さ
れ
た
の

で
、
い
ず
れ
も
刑
法
施
行
法
第
二
条
で
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
ω
、
⑥
は
裁
判

所
手
続
法
（
霧
9
Φ
恩
凝
u
富
琶
第
二
〇
章
第
六
～
七
条
の
改
正
に
よ
つ
て
起

訴
法
定
主
義
が
い
く
分
緩
和
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
前
記
の
少
年
法
律
違

反
者
に
対
す
る
特
別
規
定
に
一
部
修
正
の
上
統
合
さ
れ
た
。

（
1
）
　
牢
。
蕾
富
涛
讐
く
窪
号
づ
N
一
号
。
．
一
8
P
宮
沢
浩
一
二
九
六
五
年
ス

　
ウ
ェ
ー
デ
ン
新
刑
法
典
に
お
け
る
「
制
裁
」
に
つ
い
て
」
判
例
タ
イ
ム
ス
ニ
〇

　
二
号
四
～
一
六
頁
参
照
。

（
2
）
　
宮
沢
・
坂
田
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
新
児
童
福
祉
法
」
法
学
研
究
三

　
八
巻
一
一
号
五
八
頁
以
下
、
坂
田
「
ス
ウ
ェ
！
デ
ソ
の
児
童
福
祉
委
員
会
」
ジ

　
ュ
リ
ス
ト
三
四
四
号
七
三
頁
以
下
（
な
お
、
同
稿
中
、
未
成
年
者
に
対
す
る
起

　訴の

放
棄
に
関
す
る
法
律
を
扱
つ
た
部
分
は
全
て
取
消
す
。
）
、
坂
田
「
ス
ウ
ェ



ー
デ
ソ
の
児
童
福
祉
法
に
つ
い
て
」

五
七
頁
。

×

×

×

家
庭
裁
判
月
報
一
八
巻
二
号
一
四
三
～
一

　
こ
の
法
律
は
三
つ
の
事
項
を
定
め
る
。
一
は
未
成
年
者
に
対
す
る
起
訴
の
放

棄
で
あ
り
、
二
は
未
成
年
者
に
対
す
る
刑
事
訴
訟
手
続
の
特
則
で
あ
り
、
三
は

一
五
歳
未
満
の
触
法
少
年
に
関
す
る
「
証
明
請
求
」
で
あ
る
。

　
扁
　
起
訴
の
放
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ド
イ
ツ
と
同
様
起
訴
法
定
主
義
が
と
ら
れ
て
お
り
、
起

訴
の
放
棄
は
次
の
五
つ
の
場
合
に
行
わ
れ
る
。

　
ω
　
裁
判
所
手
続
法
二
〇
章
七
条
に
よ
る
場
合
　
こ
れ
に
は
更
に
、
＠
罰
金

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

刑
の
み
で
充
分
な
場
合
、
⑥
余
罪
に
あ
た
る
犯
罪
で
、
そ
れ
が
訴
追
す
る
だ
け

の
重
要
性
を
も
た
な
い
場
合
、
＠
犯
罪
者
の
再
犯
の
防
止
に
刑
法
上
の
制
裁
が

不
要
と
み
ら
れ
る
場
合
、
⑥
精
神
疾
患
に
よ
る
犯
罪
で
、
他
の
医
療
措
置
を
受

け
て
い
る
場
合
の
四
つ
に
分
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
ω
　
本
法
に
よ
る
場
合
　
未
成
年
者
に
つ
い
て
は
、
前
記
ω
の
要
件
の
存
す

る
と
き
の
他
、
＠
児
童
福
祉
法
二
六
条
に
よ
る
観
察
、
二
九
条
に
よ
る
公
的
保

護
も
し
く
は
こ
れ
と
関
連
す
る
措
置
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
⑥

未
成
年
者
の
犯
罪
が
あ
や
ま
ち
も
し
く
は
軽
率
さ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
ぎ
に

起
訴
の
放
棄
が
さ
れ
る
．

　
㈲
　
児
童
福
祉
法
六
九
条
に
よ
り
、
児
童
が
少
年
福
祉
学
校
に
収
容
さ
れ
て

　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

い
る
と
き
に
は
、
検
事
正
の
権
限
で
、
同
学
校
委
員
会
を
取
調
べ
た
後
に
起
訴

の
放
棄
が
で
き
る
。

　
㈲
　
禁
酒
保
護
法
（
ピ
夷
§
昌
耳
⑩
浮
Φ
班
轟
置
）
五
七
条
に
よ
り
、
保
護
施

設
に
強
制
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
検
察
官
は
そ
の
者
に

対
し
て
公
訴
を
提
起
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
　
反
社
会
的
行
為
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
一
品
§
警
磯
弩
留
り
く
錠
路
ヨ
、

罫
一
属
毘
蒔
器
＆
＆
彗
）
二
一
条
に
よ
り
労
働
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の

一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
検
察
官
は
起
訴
の
適
否
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
こ
れ
ら
の
要
件
を
内
容
的
に
み
る
と
、
事
件
が
軽
微
で
あ
る
等
の
理
由
で
刑

法
上
の
制
裁
が
不
要
な
場
合
、
刑
法
上
の
他
の
制
裁
を
受
け
て
い
る
場
合
お
よ

び
刑
法
の
領
域
外
で
何
ら
か
の
措
置
を
受
け
て
い
る
場
合
に
分
け
為
こ
と
が
で

ぎ
よ
う
。

　
未
成
年
者
に
対
す
る
起
訴
の
放
棄
は
最
後
の
場
合
に
属
し
、
児
童
福
祉
法
上

の
措
置
を
予
想
し
つ
つ
、
起
訴
の
放
棄
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
前
掲
の
五
つ

の
場
合
の
う
ち
、
未
成
年
者
に
特
に
関
係
の
深
い
の
は
ω
と
⑥
で
あ
る
．
ω
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

㈲
に
つ
い
て
は
未
成
年
者
も
ふ
く
ま
れ
る
が
数
は
比
較
的
少
な
い
。
⑥
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

法
律
の
性
格
か
ら
未
成
年
者
を
ふ
く
ま
な
い
．
ま
た
、
⑥
に
つ
い
て
も
、
少
年

福
祉
学
校
の
収
容
者
に
関
す
る
特
則
で
あ
つ
て
、
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。

従
つ
て
、
未
成
年
者
に
つ
い
て
起
訴
の
放
棄
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
本
法
に

よ
る
の
が
原
則
だ
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
一
九
四
四
年
の
法
律
は
、
罰
金
よ
り
重
い
刑
の
定
め
の
あ
る
事
件
に
つ
い

て
、
裁
判
所
手
続
法
二
〇
章
七
条
以
外
に
、
そ
の
者
が
児
童
福
祉
法
に
よ
る
公

的
保
護
の
た
め
措
置
決
定
さ
れ
て
い
る
と
き
ま
た
は
そ
の
犯
罪
が
あ
や
ま
ち
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
叫
　
　
（
一
二
七
七
）



　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
は
軽
率
さ
よ
り
生
じ
て
い
る
と
き
に
起
訴
の
放
棄
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

定
は
検
事
正
の
権
限
で
あ
つ
た
。

　
本
法
は
、
こ
の
要
件
の
ほ
か
に
新
た
に
同
法
二
六
条
の
場
合
を
定
め
た
も

の
で
あ
り
、
同
時
に
起
訴
の
放
棄
の
裁
定
の
権
限
を
検
事
正
か
ら
検
察
官
一

般
に
拡
げ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
別
に
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
九
日
の
検
察
官

に
関
す
る
勅
令
（
国
暮
管
国
毎
槻
黛
Φ
落
8
。
容
・
ぢ
鷲
目
8
ま
奮
ζ
§
霞

ま
り
欝
一
甜
鶏
2
忌
馨
ぼ
。
貯
琶
導
に
ょ
り
罰
金
よ
り
重
い
刑
の
定
め
の
あ
る

犯
罪
に
つ
い
て
起
訴
を
放
棄
す
べ
き
と
き
は
、
検
察
官
は
検
事
総
長
の
指
示
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

従
い
記
録
を
作
成
し
、
検
事
総
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

訴
放
棄
の
裁
定
は
保
護
者
立
会
の
上
で
未
成
年
者
に
告
知
す
る
も
の
と
さ
れ
、

更
に
、
児
童
福
祉
委
員
会
が
実
際
に
処
置
を
と
つ
た
か
否
か
を
調
査
、
確
認
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

た
上
で
起
訴
放
棄
の
裁
定
を
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
児
童
福
祉
委

員
会
が
何
ら
の
措
置
も
と
ら
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
検
事
正
が
地
区
検
事
か
ら

の
報
告
に
も
と
づ
き
社
会
福
祉
顧
問
官
（
も
・
＆
巴
轟
琶
ざ
募
巳
Φ
暮
）
と
協
議
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

そ
の
事
実
を
州
庁
（
H
9
婁
胃
。
冨
）
に
通
告
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
つ
て
州
庁
か
ら
児
童
福
祉
委
員
会
に
あ
て
て
必
要
な
措
置
の
執
行
に
つ
い

て
何
ら
か
の
指
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ニ
キ
ス
ト

に
よ
れ
ば
、
起
訴
の
放
棄
に
よ
つ
て
児
童
福
祉
委
員
会
に
送
致
さ
れ
た
少
年
に

つ
い
て
、
児
童
福
祉
委
員
会
は
、
そ
の
事
件
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
も
あ
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

何
ら
の
措
置
も
と
ら
な
い
こ
と
が
多
か
つ
た
と
い
う
。
実
際
に
過
去
に
こ
う
し

た
事
例
が
い
く
ら
か
み
ら
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
点
を
改
め
る
意
味
を
こ
の
勅
令

の
規
定
は
も
つ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
を
ひ
く
の
は
、
刑
法
一
三

章
一
条
に
よ
つ
て
裁
判
所
が
未
成
年
者
の
事
件
を
児
童
福
祉
委
員
会
に
送
致
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
　
（
一
二
七
八
）

た
後
、
委
員
会
が
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
と
る
べ
き
保
護
の
要
件
が

存
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
場
合
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
裁
判
所
は

送
致
の
判
決
を
取
り
消
し
、
そ
の
他
の
制
裁
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ

る
。
こ
の
規
定
は
判
決
の
事
後
の
変
更
を
み
と
め
て
お
り
、
我
々
に
は
理
解
し

に
く
い
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
検
事
正
の
州
庁
へ
の
通
告
と
と
も
に
、
い
わ
ば

刑
法
と
児
童
福
祉
法
と
の
二
つ
の
法
領
域
の
間
に
で
き
る
間
隙
を
う
め
る
機
能

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
刑
法
典
が
「
非
常
に
常
識
的
で
あ
り
、
実
務
的
で
あ
る
」

と
同
時
に
、
そ
の
構
成
は
「
理
念
的
に
は
応
報
の
思
想
よ
り
は
予
防
の
思
想
に

　
　
　
　
　
　
（
14
）

近
い
」
と
い
う
こ
と
が
こ
の
基
礎
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
刑
法
一
章
七

条
は
、
制
裁
の
選
択
の
基
準
と
し
て
「
判
決
を
う
け
た
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

役
立
つ
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
検
察
官
の
起
訴
放
棄
そ
の
も
の
も
社
会
復
帰

の
促
進
が
主
要
な
目
的
で
、
い
わ
ゆ
る
公
安
の
維
持
一
本
に
検
察
官
の
活
動
の

目
標
が
し
ぽ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
．
と
く
に
、
起
訴
放
棄
後
の
検
察
官
の
活
動
を
定
め
た
勅
令
が
、
起
訴
放
棄

の
取
消
で
な
く
（
公
安
の
観
点
か
ら
の
取
消
は
本
法
で
別
に
定
め
て
い
る
）
、
州
庁

へ
の
通
告
を
検
察
官
の
と
り
得
る
最
終
的
処
置
と
し
て
い
る
こ
と
に
我
々
は
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
裁
判
所
手
続
法
二
〇
章
一
条
。

（
2
）
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
検
察
官
に
四
〇
以
下
の
日
数
罰
金
を
科
す
権
限
が
与

　
え
ら
れ
て
い
る
。
（
裁
判
所
手
続
法
四
八
章
一
条
）

（
3
）
　
本
法
一
～
六
条
。
な
お
こ
の
裁
定
を
な
す
際
児
童
福
祉
委
員
会
の
意
見
を

　
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
本
法
三
条
）



（
4
）
　
〇
一
”
2
気
ρ
鼠
警
”
『
■
〈
Φ
三
ざ
『
岳
ひ
ざ
ρ
お
①
ρ
マ
一
P
O
げ
即
詳
目
’

（
5
）
　
反
社
会
的
行
為
の
規
制
に
関
す
る
法
律
は
二
一
歳
以
上
の
者
に
の
み
適
用

　さ

れ
る
。
（
同
法
一
条
）

ハ　　ハ　　　　　　1514131211109876）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）

未
成
年
者
に
対
す
る
起
訴
の
放
棄
に
閾
す
る
法
律
二
条
。

同
法
三
条
。

同
勅
令
一
条
．

同
勅
令
二
条
。

同
勅
令
三
条
。

前
同
条
．

ρ
2
図
ρ
巳
。
a
“
8
，
9
け
‘
b
，
一
〇。
一
N
ρ
・
旨
ω
9

シ
ム
ソ
ン
博
士
よ
り
の
私
信
。

宮
沢
、
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ス
ニ
〇
二
号
九
～
一
〇
頁
。

宮
沢
、
同
誌
一
五
～
一
六
頁
参
照
。

　
二
　
刑
事
訴
訟
手
続
の
特
則

　
第
二
の
点
は
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
た
未
成
年
者
の
公
判
手
続
に
関
す
る
規
定
で

あ
る
。
こ
れ
は
刑
法
等
の
改
正
に
も
と
づ
き
用
語
に
修
正
を
施
L
た
他
は
、
旧

「
未
成
年
者
の
刑
事
訴
訟
事
件
に
関
す
る
規
定
」
の
内
容
を
引
き
つ
ぎ
、
本
質

的
な
変
更
は
な
い
。

　
未
成
年
者
が
公
判
に
付
さ
れ
れ
ば
直
ち
に
人
格
調
査
（
需
毯
匡
呂
器
爵
巳
農
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
裁
判
所
の
命
令
に
よ
つ
て
開
始
さ
れ
、
未
成
年
者
の
「
個
人
的
情
況
」
と
「
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
2
）

会
復
帰
の
た
め
の
適
当
な
措
置
」
と
が
調
査
さ
れ
る
．
人
格
調
査
を
要
す
る
事

件
は
、
六
月
以
上
の
拘
禁
、
条
件
付
判
決
、
保
護
観
察
、
少
年
拘
禁
、
抑
留
、

特
別
保
護
へ
の
引
渡
が
考
慮
さ
れ
る
場
合
と
あ
る
の
で
、
未
成
年
者
の
事
件

　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

は
、
罰
金
刑
の
み
が
予
想
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
全
部
の
事
件
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
て
人
格
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
人
格
調
査
の
担
当
者
は
保
護
顧
問
官
（
鴇
旨
留
ざ
髪
巳
Φ
暮
）
で
あ
る
の
が
原
則

　
　
（
4
）

で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
判
事
補
の
資
格
の
あ
る
法
学
士
や
児
童
福
祉
領
域
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
調
査
を
命
じ
る
例
も
多
く
傾
向
と
し
て
は
訓
練
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
こ
れ
に
当
る
よ
う
に
な
つ
て
来
て
い
る
．

　
刑
事
事
件
の
第
一
審
の
審
理
は
通
常
一
人
の
裁
判
官
と
七
～
九
人
の
参
審
員

　
　
　
　
（
6
）

と
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
少
年
の
保
護
と
訓
練
と
に
理
解
と
経
験
と
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
者
が
選
任
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
そ
し
て
、
参
審
員
は
七
人
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

意
見
の
一
致
を
以
て
裁
判
官
の
判
断
を
く
つ
が
え
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法

一
章
七
条
の
制
裁
選
択
の
基
準
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
未
成
年
者
の
事
件
の

審
理
に
当
つ
て
少
年
保
護
の
立
場
が
優
位
を
占
め
る
こ
と
も
予
想
で
ぎ
る
．
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
、
未
成
年
者
の
被
告
人
に
は
国
選
弁
護
人
が
必
ず
附
さ
れ
、
事
件
の
審
理
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
未
成
年
者
に
対
し
て
科
さ
れ
る
制
裁
は
刑
法
に
定
め
る
す
べ
て
の
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

裁
で
あ
る
が
、
拘
禁
刑
の
適
用
は
原
則
的
に
は
除
外
さ
れ
、
保
護
観
察
に
付
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
こ
と
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
　
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律
（
ピ
轟
8
甘
巳
ε
潭
。
葺
噂
窪
の
。
馨
＆
①
匿
爵
㌣

ぎ
鮫
一
ぼ
0
9
唐
琶
三
条
。

（
2
）
　
同
法
一
条
。

（
3
）
　
同
法
二
条
。
O
　
Z
遷
巳
界
頃
o
巧
oQ
乏
a
豊
頃
導
巳
・
・
H
冨
旨
奉
巳
一
Φ

即
5
α
属
o
信
夢
○
庸
o
昌
留
毎
一
司
＆
○
声
一
勺
周
o
葺
焦
自
く
o
H
、
鱒
ρ
け
9
ど
や
ω
ド

（
4
）
　
同
法
四
条
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
（
一
二
七
九
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

（
5
）
ρ
2
置
巳
聲
8
●
鼻
●
も
。
ω
8
琴
8
“
。

（
6
）
　
坂
田
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
γ
の
児
童
福
祉
委
員
会
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
四
四
号
七

　
三
頁
．
裁
判
所
手
続
法
一
章
四
、
五
、
一
一
、
一
二
の
各
条
。

（
7
）
　
本
法
一
〇
条
。

（
8
）
　
ρ
2
遷
鼠
砂
ダ
o
サ
o
一
け
‘
サ
ω
o
o
咽
O
Φ
旨
貰
山
の
ぎ
田
8
．
∪
器
§
〈
＝
占
呂

の
畦
鋒
質
。
N
霧
轟
Φ
器
蔚
の
魯
名
＆
①
量
お
器
，
塑
ま
。

（
9
）
　
本
法
一
一
条
．

（
1
0
）
　
本
法
一
二
条
．

（
1
1
）
　
刑
法
二
六
章
四
条
。

（
1
2
）
　
刑
法
二
八
章
一
条
。
ニ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ぽ
、
保
護
観
察
、
児
童
福
祉
委
員

　
会
へ
の
送
致
、
罰
金
、
拘
禁
．
少
年
拘
禁
（
一
八
～
二
一
歳
の
者
の
み
）
が
科

　
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
が
（
ρ
乞
湊
忌
罫
o
マ
9
f
箸
●
ω
o
。
あ
）
、
刑
法
改

　
正
に
よ
り
未
成
年
者
に
は
少
年
拘
禁
を
原
則
と
し
、
ま
た
児
童
福
祉
委
員
会
の

　
措
置
を
保
護
観
察
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
宮
沢
、

　
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ス
ニ
〇
二
号
｝
一
～
一
五
頁
参
照
．

　
三
　
証
明
請
求
（
浮
ゑ
馨
毘
弩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
刑
事
責
任
年
齢
の
下
限
は
一
五
歳
で
あ
る
．
一
五
歳
未
満

の
者
の
行
為
は
全
て
児
童
福
祉
委
員
会
で
扱
い
、
た
と
え
触
法
行
為
を
起
こ
し

て
も
、
そ
れ
を
警
察
、
検
察
の
捜
査
段
階
で
取
調
べ
る
こ
と
は
強
く
規
制
さ
れ

　
（
2
）

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
が
重
大
な
触
法
行
為
を
行
つ
た
嫌
疑
を
受

け
、
し
か
も
そ
の
事
実
を
否
認
し
た
と
き
、
児
童
福
祉
委
員
会
は
重
大
な
困
難

に
ぶ
つ
か
る
。
ユ
キ
ス
ト
は
、
児
童
福
祉
委
員
会
が
一
五
歳
未
満
の
者
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
一
般
予
防
的
観
点
を
も
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
難
点
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
　
（
一
二
八
O
）

の
場
合
は
こ
の
難
点
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
証
明
請
求
は
、
こ
う
し
た

困
難
を
解
決
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
例
外
的
な
手
続
で
あ
る
。

　
英
、
米
の
少
年
裁
判
所
の
手
続
に
お
い
て
は
事
実
認
定
過
程
と
処
遇
決
定
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

程
と
を
分
け
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
少
年
裁
判
所
で
は
裁
判
官
が
こ
の
二
つ

の
手
続
を
主
宰
す
る
の
で
、
行
為
事
実
の
審
理
に
つ
い
て
問
題
を
生
じ
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
行
政
委
員
会
の
形
を
と
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
つ
の
機
関
が
こ

の
両
過
程
を
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
も
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
児
童
福
祉
委
員
会
に
裁
判
官
が
委
員
と
し
て
参
与
す
る
可
能
性
の
あ
る
場
合

は
よ
い
と
し
て
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
こ
の
可
能
性
も
な
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
児
童
福
祉
委
員
会
は
児
童
の
処
遇
を
中
心
に
考
え
る
行
政
機
関
で
あ
り
、

証
拠
を
審
理
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
る
。
委
員
会
の
裁
判
所
化
は
児
童
福
祉
法

の
改
正
作
業
の
中
で
旧
法
の
実
務
に
対
し
て
な
さ
れ
た
批
判
の
一
つ
に
な
つ
て

　
（
6
）

い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
欠
陥
の
補
充
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
。
現
実
に
児

童
福
祉
法
の
改
正
作
業
の
過
程
に
お
い
て
、
一
三
歳
の
児
童
が
幼
女
を
殺
害
し

た
事
件
で
、
そ
の
事
実
が
否
認
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
こ
の
規
定
の
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

設
の
動
機
の
一
つ
に
な
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
証
明
請
求
は
右
の
事
例
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
ご
く
例
外
的
な
場
合
に
用
い

ら
れ
、
し
か
も
、
こ
の
手
続
は
児
童
福
祉
委
員
会
又
は
州
庁
か
ら
の
申
立
に
も

と
づ
い
て
検
察
官
が
裁
判
所
に
対
し
て
事
実
の
審
理
を
請
求
す
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

そ
の
申
立
に
よ
る
以
外
に
こ
の
手
続
を
開
始
す
る
方
法
は
な
い
。

　
（
1
）
　
刑
法
三
三
章
一
条
。

　
（
2
）
　
捜
査
に
関
す
る
勅
令
（
国
冨
班
ま
羅
昌
。
審
α
ざ
ぎ
o
q
ω
ぎ
躍
警
Φ
ぎ
這
号
騨

　
　
一
り
“
刈
）
　
一
五
、
　
一
山
ハ
条
。



（
3
）
O
。
Z
岩
募
一
し
薯
Φ
色
Φ
身
畳
8
も
』
悼
ω
．

（
4
）
　
例
え
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
場
合
（
≦
①
罵
鶏
Φ
導
α
ぎ
畳
葺
ぎ
器
O
a
①

　
溜
刈
○
ド
～
刈
O
ド
）

（
5
）
　
ノ
ル
ウ
ェ
イ
児
童
福
祉
法
五
条
参
照
．

（
6
）
ρ
乞
遷
忌
罫
8
，
鼻
‘
℃
」
鰹
馳

（
7
）
（
8
）
　
シ
ム
ソ
ン
博
士
か
ら
の
私
信
．

×

×

×

　
　
　
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㌫
禁
墜
、
萌
二
。
日
）

第
一
条
　
行
為
の
時
に
一
八
歳
に
満
た
な
い
者
が
犯
罪
を
行
つ
た
場
合
、
裁
判

　
所
手
続
法
第
二
〇
章
第
七
条
に
定
め
る
場
合
の
他
次
の
場
合
に
検
察
官
は
そ

　
の
犯
罪
に
つ
い
て
公
訴
を
提
起
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
、
未
成
年
者
が
児
童
福
祉
法
第
二
六
条
に
よ
り
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
と

　
き
、
同
法
第
二
九
条
に
よ
り
公
的
保
護
の
た
め
措
置
決
定
さ
れ
て
い
る
と
き

　
も
し
く
は
こ
れ
と
関
連
す
る
措
置
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
か

　
か
る
措
置
を
受
け
て
い
な
い
が
特
別
な
監
督
を
受
け
も
し
く
は
適
当
な
職
業

　
を
得
て
い
る
と
き
で
あ
つ
て
、
か
つ
そ
れ
に
よ
つ
て
そ
の
者
の
改
善
に
最
も

　
適
し
た
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
充
分
な
理
由
が
存
す
る
と

　
き
。

　
二
、
そ
の
犯
罪
が
明
ら
か
に
あ
や
ま
ち
ま
た
は
軽
率
さ
か
ら
生
じ
て
い
る
と

　
き
。

　
　
た
だ
し
公
の
観
点
か
ら
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
公
訴
を
提
起
し
な

　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

第
二
条
第
一
条
に
よ
る
裁
定
は
迅
速
に
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
裁
定

　
に
達
し
な
か
つ
た
場
合
に
は
遅
滞
な
く
公
訴
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
．

第
三
条
　
犯
罪
に
つ
い
て
公
訴
を
提
起
し
な
い
相
当
な
事
由
の
存
す
る
と
き
、

　
検
察
官
は
、
事
件
に
つ
い
て
裁
定
す
る
前
に
、
未
成
年
者
の
居
住
す
る
コ
、
・
・

　
ユ
ー
ン
の
児
童
福
祉
委
員
会
よ
り
当
該
未
成
年
者
に
つ
い
て
措
置
を
と
つ
た

　
か
否
か
も
し
く
は
と
る
予
定
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
お
よ
び
委
員
会
の
見

　
解
に
従
え
ぽ
右
の
措
置
が
未
成
年
者
の
改
善
に
最
も
適
し
て
い
る
か
否
か
と

　
い
う
点
に
関
し
て
意
見
を
求
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
．

　
　
検
察
官
の
要
求
が
あ
つ
た
場
合
ま
た
は
児
童
福
祉
委
員
会
が
み
ず
か
ら
必

　
要
と
み
と
め
た
場
合
、
委
員
会
は
そ
の
意
見
の
中
に
未
成
年
者
の
個
人
的
な

　
成
長
な
ら
び
に
そ
の
変
化
お
よ
び
生
活
情
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
ふ
く
め
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
児
童
福
祉
委
員
会
は
そ
の
意
見
を
遅
滞
な
く
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
　
犯
罪
が
軽
微
な
場
合
に
は
検
察
官
は
児
童
福
祉
委
員
会
の
意
見
を
求
め
な

　
い
で
右
の
犯
罪
に
つ
い
て
公
訴
を
提
起
し
な
い
旨
の
裁
定
を
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

第
四
条
　
公
訴
を
提
起
し
な
い
旨
の
裁
定
は
相
当
な
方
法
に
よ
り
未
成
年
者
に

　
送
達
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
児
童
福
祉
委
員
会
の
措
置
が
当
然
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
右
の
裁
定

　
を
委
員
会
に
対
し
て
も
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

第
五
条
　
公
訴
を
提
起
し
な
い
旨
の
裁
定
は
公
の
観
点
か
ら
理
由
の
あ
る
場
合

　
に
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
少
年
福
祉
学
校
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
ま
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
常
用
者

　
の
一
般
保
護
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
公
訴
を
提
起
す
る
必
要

　
の
有
無
の
審
査
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

第
七
条
　
特
別
な
理
由
が
存
し
な
い
限
り
一
八
歳
未
満
の
者
は
こ
れ
を
勾
留
し

　
て
は
な
ら
な
い
。

第
八
条
　
二
一
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
公
訴
が
提
起
さ
れ
て
い
る
刑
事
事
件

　
は
、
そ
の
犯
罪
に
対
し
て
罰
金
よ
り
重
い
刑
の
科
さ
れ
得
る
場
合
、
出
来
る

　
限
り
人
の
注
意
を
惹
か
な
い
よ
う
な
方
法
で
公
判
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
　
二
一
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
刑
事
事
件
手
続
に
お
い
て
、
そ
の
未
成
年
者

　
に
対
し
て
注
意
が
む
け
ら
れ
て
い
る
た
め
手
続
の
公
開
が
明
ら
か
に
不
適
当

　
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
裁
判
所
は
右
の
事
件
を
非
公
開
で
公
判
に
付

　
す
旨
の
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
右
の
命
令
を
発
す
る
必
要
の
認
め

　
ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
か
つ
二
一
歳
以
上
の
者
が
同
時
に
右
の
事
件
に
つ

　
い
て
起
訴
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
審
理
に
重
大
な
支
障
を
来

　
た
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
限
り
、
当
該
未
成
年
者
に
対
す
る
公
訴
を
別
個
の

　
事
件
手
続
と
し
て
審
理
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
第
二
項
に
基
い
て
宣
告
さ
れ
た
命
令
に
拘
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
被
告
人

　
の
家
族
又
は
そ
の
他
そ
の
出
廷
が
利
益
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
者
に
公

　
判
に
出
席
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

第
九
条
　
一
コ
歳
未
満
の
者
に
対
し
監
護
権
を
有
す
る
者
を
事
件
手
続
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
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取
り
調
べ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
取
調
が
な
さ
れ
な
い
限

　
り
そ
の
者
に
拘
禁
、
保
護
観
察
ま
た
は
少
年
拘
禁
を
科
す
こ
と
は
で
ぎ
な

　
い
。
右
の
事
件
手
続
に
お
い
て
人
格
調
査
を
実
施
す
べ
き
場
合
に
は
必
要
に

　
応
じ
て
人
格
調
査
担
当
者
を
も
取
り
調
べ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
〇
条
一
二
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
事
件
手
続
に
お
い
て
罰
金
以
外
の
制

　
裁
を
科
す
べ
き
事
由
が
あ
る
場
合
、
特
に
参
審
員
の
構
成
に
あ
た
つ
て
少
年

　
の
保
護
お
よ
び
訓
練
に
関
し
て
経
験
お
よ
び
理
解
を
も
つ
者
を
参
審
員
に
選

　
任
す
る
こ
と
を
要
す
る
．

第
二
条
第
一
〇
条
に
規
定
す
る
場
合
に
未
成
年
者
に
弁
護
人
が
つ
い
て
い

　
な
い
場
合
国
選
弁
護
人
を
付
す
る
も
の
と
す
る
．
た
だ
し
事
件
の
性
質
そ
の

　
他
の
理
由
に
よ
り
弁
護
人
が
明
ら
か
に
不
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合

　
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
二
条
二
一
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
事
件
手
続
は
常
に
迅
速
に
処
理
し
な

　
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
一
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
一
年
以
上
の
拘
禁
に
あ
た
る
罪
に
よ
り
公
訴

　
が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
勾
留
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も

　
被
告
人
が
勾
留
さ
れ
て
い
る
事
件
手
続
の
処
理
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
審
理

　
期
間
を
ま
も
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
裁
判
所
手
続
法
第
四
五
章
第
一
四
条

　
に
公
判
の
続
行
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
期
間
は
、
こ
れ
を
一
週
間
で
は
な
く

　
二
週
問
と
す
る
も
の
と
す
る
．

第
二
二
条
　
一
五
歳
に
達
す
る
以
前
に
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
を
行
つ
た
疑

　
い
を
か
け
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
、
検
察
官
は
児
童
福
祉
委
員
会
ま
た
は
州
庁

　
の
申
立
に
も
と
づ
き
．
公
の
観
点
か
ら
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
右
被



　
疑
者
が
行
為
を
実
行
し
た
か
否
か
を
審
理
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
請
求
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
（
証
明
請
求
）

第
一
四
条
　
証
明
請
求
に
つ
い
て
は
一
年
以
上
の
拘
禁
の
定
め
の
あ
る
犯
罪
に

　
対
す
る
公
訴
に
関
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
準
用
す
る
も
の
と
す

　
る
。
裁
判
所
手
続
法
第
二
四
章
お
よ
び
第
二
五
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
は
、
証
明
請
求
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
裁
判
所
手

　
続
法
第
三
一
章
第
一
条
に
定
め
る
訴
訟
費
用
は
国
庫
よ
り
支
弁
す
る
も
の
と

　
す
る
。付

記
　
本
稿
を
書
く
に
当
つ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
司
法
省
の
シ
ム
ソ
γ
博
士
及
び

慶
鷹
義
塾
大
学
の
宮
沢
教
授
に
大
変
御
世
話
に
な
つ
た
．
そ
．
の
御
好
意
に
対
し

て
心
か
ら
御
礼
申
上
げ
る
。

ス
ウ
ェ
！
デ
γ
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定

八
七

（
一
二
八
三
）


